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 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（以下「グリーン購入法」という。）

第８条第１項の規定に基づき、平成１７年度における環境物品等の調達実績の概要を取り

まとめましたので公表します。 
 
１．平成１７年度の経緯 
 
 平成１７年度については、平成１７年４月１４日に環境物品等の調達の推進を図るため

の方針（以下「調達方針」という。）を策定し、これに基づいて環境物品等の調達を推進し

た。 
 
２．調達実績の概要 
 
（１）特定調達品目の調達状況 
   各特定調達品目の調達量等については、物品及び役務の調達は別表「平成１７年度

特定調達品目調達実績取りまとめ表」、公共工事は別表「平成１７年度特定調達品目（公

共工事）調達実績概要」のとおりである。 
 
①目標達成状況等 

    物品及び役務については、調達方針において調達総量に対する基準を満足する物

品等の調達量の割合により目標設定を行う品目について、全て１００％を調達目標

としていたところであるが、目標を達成できなかった品目が７品目あった。 
公共工事については、使用される資機材等が多種多様なことから目標値を設定し

ていないが、１品目を除き、判断の基準を満たす適用品を１００％調達することが

できた。 
 
  ②調達目標を達成できなかった理由等 
    物品及び役務で調達目標を達成できなかった主な理由としては、判断基準を満た

す製品の中に、必要とする仕様を満たす製品が無かったためである（三角スケール、

練りタイプの朱肉等）。 
 
③判断の基準より高い基準を満足する物品等の調達状況 

    １７年度において、判断基準より高い基準を満足する製品の調達は無かった。 



 
（２）特定調達物品以外の環境物品等の調達状況 
   特定調達物品以外の環境物品等については、調達方針にて判断基準や目標値は設定

していないが、物品の選択に当たっては、エコマークの認定を受けている製品、また

はこれと同等のものを調達するように努め、また、OA 機器及び電化製品においては、
より消費電力が小さく、かつ再生材料を多く使用しているものを選択するよう努めた。 

 
（３）その他の物品、役務の調達に当たっての環境配慮の実績 
   昨年に引続き、物品等を納入する事業者、役務の提供者、公共工事の請負事業者な

どに対して、事業者自身がグリーン購入を推進するように働きかけた。 
 
（４）当該年度調達実績に関する評価 
   物品及び役務については、平成１６年度と比較して、目標を達成できなかった品目

を１９品目から７品目に減らし、達成率についても、より１００％に近づけることが

できた。また、事務局以外の５研究所においては全品目１００％を達成することがで

きた。 
   工事については、平成１６年度と比較して、判断の基準を満たす適用品を調達でき

なかった品目は２品目から１品目に減らすことができた。適用品を調達できなかった

１品目については、特殊建物で照明制御を採用できなかったためやむなく類似品を調

達したためであり、極力グリーン調達に努めている。 
   よって、調達方針に定める目標は概ね達成できていると認められる。今後もより一

層のグリーン調達に努めることとする。 
 
 
 
 
 

本件に対する窓口 
 物品関係 事務局財務課   TEL 03-5425-2042（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）
 公共工事 事務局施設企画室 TEL 03-5425-2044（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）

 


